
 

 

 
 

 

 
１ ２月８日（月）に令和３年度新入生説明会を開催しました 

予定時刻の５分前に開会を行うことができました。「時間を大切にす

る」視点で優れていると思いましたので入学後も【時間】を意識するこ
とで充実した学校生活につなげてくれるものと期待しました。以前勤務

していた学校で、入学式翌日の提出物が 100％であった学年が、３年後

は第一希望の進路実現が 100％であったことを思い出します。「生活規律
や学習規律は、充実した学校生活を送る基盤」です。新入生もこの可能

性が高いと期待しています。校長の挨拶では、 

①  「挨拶」を、人間関係構築や社会性育成のために重視している。生
徒会であいさつ運動を推進しており、とても向上している。 

② 「一生懸命に頑張る」ことは、一度きりの人生を満足する生き方に

つながる。文武両面で優秀な成績を修める川中生になってほしい。 
③ 生徒数が少ないので活躍の場面が多い。「やる気」があれば３年間で

広く深く成長できる。また、先生と生徒の関りが多いので、疑問や悩

みを進んで質問すると個別の対応が可能である。つまり、「学びたい」
という意欲に十分に応えることができる学校である。 

④ 校歌の歌詞にある校訓について、意味と価値の高さを伝えました。 

「誠実」は真心で人やものに接することであり、安心して生活できる
ことにつながる。 

「敬愛」は尊敬し親しみの心を持つことであり、仲良く助け合って生

活できることにつながる。 

「自主」は自分の意志で進んで行うことであり、意欲的になり自分磨

きによる向上につながる。 

⑤ 学校教育目標「自立の精神に満ちた豊かな人間力の育成」の実現に
向けて、めざす４つの姿を具体的に示して取り組んでいる。 

⑥ 学校経営方針「職員・保護者・地域の方が、生徒に『自己実現に向

けて一生懸命に努力しよう』とする意識・意欲・態度を育てる学校」
のキーワードを【共に・一生懸命に・努力】として日々の学校教育に

取り組んでいる。 

⑦ 入学後は、小学校６年間で身に付けた資質や能力を活かし、６年生
時のリーダーシップを応用して活躍してほしい。 
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と話しました。「夢」を抱き、「志」を持って

成長してほしい！ と期待しています。 

教務主任から、入学に関する内容として、 
・年間の主な行事    ・１日の校時進行 

・各教科での学習の概略 ・生活規律 

・登下校の留意点    ・部活動 
・入学までの準備、心構え 

・学校情報配信メール 

などの説明を行いました。 
特に、自転車通学に関しては、ルールやマ

ナーの重要性を話し、加害事故も被害事故も

絶対に起こさない乗り方を再確認してもら
いました。新入学を楽しみにしています。 

２ 県立高校一般入試合格に向けてラストスパートをかけています 

私立高校入試（前期入試や後期入試）と県立高校特別選抜入試を終え、
第一希望の高校に「合格」した生徒は喜びや安心感と共に自信を得てい

ました。来週、３月３・４日の県立高校一般入試を受験する仲間の合格

のために、今後も勉強を共に頑張ることで学級の雰囲気づくりに貢献し
てほしいと思います。義務教育９年間を終えて、川中生全員が希望進路

（進学や就職）を実現して笑顔になることを願っています。 

３月５日、第 55 回卒業証書授与式を保護者・職員で実施いたします。 

３ ２月 15 日に「地域学校協働本部会議」を開催しました 

川登中では、校訓「誠実・敬愛・自主」

や教育目標「自立の精神に満ちた豊かな
人間力の育成」をめざして教育に取り組

んでいます。本会議は、生徒の成長を軸

にして自立した地域社会の基盤の構

築・活性化を図ることを目的です。 

今年度は新型コロナ感染拡大防止のために中止にした行事も多いの

ですが、来年度は体育大会、篠笛体験、放課後学習会、職業講話、部活
動指導員、家庭教育支援などで協力していただけると本会議の充実が川

中生の更なる成長につながりますのでよろしくお願いします。 

４ 第 80 回全国教育美術展で入賞しました 
【入選】樋渡琴華、八坂菜月（３年）  【佳作】庭木秀成（３年） 
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